2007年2月21日

モンゴル国酪農牧場支援プロジェクト　完了報告書

開発と未来工房
副代表理事　森　真一

１．支援事業の名称
モンゴル国酪農牧場支援プロジェクト
２．支援金額



98万円

３．精算額



98万円

４．支援対象事業の実施期間

2006年4月～12月

５．会計報告



添付参照
６．支援対象事業の内容・経緯

本事業の内容は、モンゴル国セレンゲ県サント郡（面積約1,400km2）において、モデルとなるような小規模の酪農場を設立・運営し、同郡の牧民に生産性の高い酪農技術を普及させるとともに、同郡の牧民を組織して（全100世帯に対し80％の組織率を目標とする）、牛乳の共同輸送・販売によって収入の機会が得られるようにする、というものである。本事業は、2003年11月に調査を開始し、2004年11月から本格的な事業の運営を行っている。その後、2006年12月までに、農場運営の責任者の選定・雇用、現地の事情に適合した搾乳牛用畜舎の設計・建設、乳牛の購入、牧民組織の立ち上げ支援を行うとともに、現地における酪農技術（乳牛品種・飼養方法、飼料作物栽培方法、人工授精技術、乳製品加工・保存方法）についての調査及びモデル酪農場への実際の適用を行っている。
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	モデル酪農場
	
	モデル酪農場
	
	乾草作り
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	汚泥の採集（下水処理場）
	
	汚泥（肥料）の撒布
	
	アルファルファの播種


７．JICSの支援の成果

(1) 牧草地管理状況の調査、飼料用作物栽培の技術指導について

(a) モデル乾草庫の建設及び乾草の準備

サント郡においては、牧民は乾草を雨の比較的少ない8月下旬以降に用意することが多いが、モンゴルの研究者及び我々の観察によると、草にもっとも栄養が蓄えられている7月下旬から8月中旬頃までに牧草を刈り取り、雨のあたらないところに貯蔵しておくのがもっともよい、ということがわかった。そこで、モデルとなる乾草庫をモデル農場に建設するとともに、8月上旬から乾草パック作りを実際に行った。あわせて、周辺の牧民に対して、適切な時期に刈り取って貯蔵した乾草の質の違い、及び、乾草を適度な状態に保存できる乾草庫の作りかたについて、指導を行った。現在の問題としては、郡内あるいはその周辺には、乾草パック生産に必要な機械として良好なものが少ないことから、乾草作りの作業そのものに支障が生じていることである。従って今後は、モデル酪農場で機械を購入して、郡内の牧民にレンタルで貸し出すことも考えている。
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	野積みされた乾草
	建設された乾草庫


(b) 牧草地の改善事業

2005年夏に、13ヘクタールの劣化した採草地の改良のための実験として、乾草から採取した種及び、汚水処理場から採取した肥料35トンを撒布していた。2006年夏に、当該地における草地の回復度合いを調査してみたが、何もしていなかった土地に比べて、約1.5倍程度の草の伸びが観測された。ただし、牧草の種類については家畜の飼料に適さない草が多く生えており、また、2005年に播種したアルファルファについてはある程度定着していたものの、降水量の影響もあってか乾草利用できるほど成長していなかった。しかし、数年土地を休ませることによって、アルファルファやその他の有益な牧草品種が土地を優位に占めるようになることが期待されるため、継続的な観測を行うこととする。牧草地の改善のための低コストで効果のある方法を、今後も模索していきたい。

(c) 栄養価の高い飼料作物

現在のところ対象地域においては、乳牛に対する自然の牧草以外の補助飼料として、乾草及びフスマしか用いられていない。大麦や燕麦、とうもろこしといった栄養のある飼料を安価に手に入れる方法について、我々は今後調査を行う予定である。

(2) 牛乳の共同出荷システムの構築、人工授精の実施・普及

　プロジェクト対象地域における夏季の牛乳の出荷は、気温、輸送距離、牛乳の低い販売価格の点から、極めて困難であることから、夏期には後述する付加価値の高いチーズ生産を行う一方、冬期への牛乳生産を増加させるために人工授精を導入することを考えている。モデル酪農場のスタッフに対して、2005年6月に人工授精のトレーニングを受けさせ、2006年に実際にモデル酪農場の乳牛に対して継続的に人工授精を試みた結果、2006年9月までに3頭の仔牛が人工授精により誕生し、さらに乳牛3頭が妊娠している。しかしながら一方で、当該スタッフの能力が未だ十分でないことから、3回人工授精を失敗した牛には種牛による自然授精を適用するように定めていたところ、結局12頭もの牛が種牛によって授精させられることとなってしまった。人工授精の成功の確率を上げるには、より多くの練習が必要であることが認識されたため、2007年度も引き続き、モデル農場のスタッフ（及び周辺の受講を希望する牧民）のトレーニングを行うことにした。従って、一般の牧民への人工授精の普及及び、その結果としての牛乳の共同出荷システムの構築は、実質2008年度に持ち越すこととなった。
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	人工授精


(3) 乳製品技術指導について

　人工授精が定着して原乳生産が年間で平準するまでの間、夏期に集中する牛乳を用いて現金収入を向上させるためには、原乳を付加価値の高い保存酪農製品へと転換することが、唯一の方法であると考えられた。そこで、北海道大樹町の地場産品センター勤務の山岸真氏に6/24～7/10の17日間モンゴルへの出張を依頼し、ヨーロッパタイプのチーズ（ゴーダチーズ）の試作品の製造に取り組んでもらった。あわせて、モンゴル人への技術移転を容易にするため、通訳と業務調整を兼ねて、北海道在住の小林志歩氏にも同行を願った。彼らの滞在中に、郡内の2名の女性に対して技術移転を行った結果、彼らが6月末から9月初旬までの期間、2kgのチーズを週2回4個の生産を継続させ、最終的に163個のチーズを製造した。3ヶ月熟成させると食べ頃になるタイプのチーズであるため、今後、ウランバートルにおいて完成品をスーパーマーケットなどに卸し、顧客の反応を見ていくことにしている。
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	チーズ作りの指導
	
	チーズを漉す作業
	
	熟成庫のチーズ


８．支援対象事業実施の成果（上記７以外の成果）
(1) モデル酪農場における牛乳生産

　酪農場の第一の基本は、牛乳を年間を通じて生産する体制を整えることであり、モデル酪農場がまず牧民に対してそれを見せることが肝要である。モデル酪農場では、人工授精を導入するとともに、冬場の栄養管理を徹底させることにより、12月でも一頭あたりの乳量が6リットルと、他の農場より30％～50％程度多い乳量を達成した。これを2007年度にさらに向上させることにより、牛乳の価格の高い冬場に多くの牛乳を販売できることを牧民に示すことができることとなる。
	月
	1月
	2月
	3月
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	合計

	牛乳生産量

（ﾘｯﾄﾙ）
	833
	1,029
	1,532
	1,261
	1,270
	1,901
	2,533
	2,625
	2,198
	2,000
	1,362
	790
	19,334

	乳を搾る乳牛の数
	10
	10
	11
	12
	14
	15
	16
	16
	16
	16
	16
	13
	


(2) チーズ生産拡大のための準備

2006年のチーズ生産は上記7 (3)にて記述したとおりであるが、ゴーダチーズの生産の成功を踏まえて、2007年には周辺牧民の牛乳も併せて加工することとし、チーズ熟成庫建設のための掘削（4m×7m×高さ2m）を2006年10月～11月に行った。2007年春に、内壁及び、チーズを貯蔵するための棚を完成させる予定である。
(3) モデル酪農場の看板の設置

モデル酪農場は、幹線道路から18km離れたところにあるため、幹線道路沿いにモデル酪農場の看板を立てて、できるだけ多くの人の目に触れさせるようにした。
(4) モデル酪農場の外装の向上

モデル酪農場が、外から目立つとともに、訪問客が入り易いものとするため、外装をペンキで塗るとともに、断熱対策を行った。
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	モデル酪農場の看板
	
	モデル酪農場（正面）
	
	モデル酪農場（側面）
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	人工授精による仔牛
	
	チーズ熟成庫の掘削
	
	乾草庫


(5) 牧民の組織化について

本プロジェクトは、「６．支援対象事業の内容・経緯」にあるように、「サント郡の牧民を組織して（全100世帯に対し80％の組織率を目標とする）、牛乳の共同輸送・販売によって収入の機会が得られるようにする」ことを最終的目標としている。現在、モデル酪農場で確立しつつある技術について、牧民にいくら口で説いても実際には説得力はなく牧民の参加を得ることは困難であるため、まずモデル酪農場において各々の活動を確立し、技術の優位性を牧民に見せ、かつ牧民から牛乳を実際に買い取る体制をとることによって、牧民の組織化、そして普及へとつなげていく、というアプローチをとっている（従って、2006年度の達成目標には、牧民の組織化はもともと入っていない）。

今年度において、チーズの試作品が完成したことにより、2007年度からは増産体制に入って、一部の牧民から牛乳を買い上げることを予定している。また、2007年4月には、モデル酪農場の従業員に加え、サント郡からもう一名を、ウランバートルにおいて開催された人工授精の講習会に参加させることができたため、2007年度には、希望する牧民の家畜に対して、実際に人工授精を適用させることが可能となる。従って、牧民の組織化については、チーズ生産の普及及び人工授精のサービスの拡大に伴って、2007年度より少しずつ拡大していくこととなる。
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